






























































揺速度増加量(increasein sway velocity: ISV)が有意に低下した。また、この指標に高い再現性が認められた。
研究課題2の結果では、 ISVが高い被験者ほど不安定板上での立位保持中の体幹と下肢の Pitch角疫変位
間および肩と骨盤の Roll角度変位間の Coherenceが高くなった。特に ISVと肩と骨盤の Roll角度変位間の
Coherenceとの間に有意な正の相関が認められた。また、肩と骨盤の Roll角度変位間の Coherenceに高い再現
性が認められた。
研究課題3の結果では、バランスエクササイズの前後の ISVの変化量と不安定板上での立位保持中の肩と
骨盤の角度変位間の Coherence変化量に有意な正の相関が認められた。
(考察)
バランスボード上で立位保持を行うと、視覚入力に対する依存性が高くなることが実証され、その一方で
下肢体性感覚入力に対する依存性は変化しないことから、前庭感覚入力に対する依存性が低下していると推
察される。 Gボール上での座位保持を行うと、下肢体性感覚入力に対する依存性が低下することが実証され、
その一方で視覚入力に対する依存性は変化しないことから、前庭感覚入力に対する依存性が高くなっている
と推察される。さらに、下肢体性感覚入力に対する依存性が高くなると、不安定板上での立位保持において
肩と骨盤の角度変位問に高い Coherenceを示し、体幹をより「一体化jさせて姿勢を制御するようになると
考えられる。それに対して、下肢体性感覚入力に対する依存性が低くなると、肩と骨盤をより「独立Jさせ
て姿勢を制御するようになると考えられる。したがって、「不安定面上でのバランスエクササイズを行うこ
とで姿勢制御における感覚依存性の適応が却時的に引き起こされ、それにともなって姿勢制御にかかわる身
体運動にも変化が生じる」との仮説は立証された。また、本研究で得られた知見は、 5分間程度の不安定面
上でのバランスエクササイズでも、姿勢制御における感覚依存性を競技特性などに応じて即時的に変化させ
るうることを示している。
審査の結果の要旨
本論文は、不安定面上でのバランス保持運動が感覚入力に対する依存性を即時的に変化させ、それに伴っ
て姿勢制御をも変化させることを、新しいバランス評価指標を検証しながら実証した点でオリジナリティが
高い。また、本論文の結果は、不安定面上バランスエクササイズを実施する際の留意点を示すための一助と
なり、体育科学的に意義のある研究として評価できる。
平成 23年11月15日、博士(体育科学)学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、人間
総合科学研究科学位論文審査等実施細則第 11条(1)の適用により学力の確認を免除し、論文について説明
をもとめ、関連事項について質疑応答を行った結果、審査委員全員によって合格と判定された。
よって、著者は博士(体育科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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